H23年度（平成23年）6月大阪MSW協会理事会議事録ＨＰ掲載用

平成23年度６月　　理事会議事録

１．事務局

（１）会員異動報告及び連絡事項
◇入会：准専門会員13名、計１3名。

◇変更：専門会員６名、准専門会員５名、計1１名。

◇退会：専門会員３名、准専門会員２名、賛助団体１名、計６名。

◇連絡事項

· 求人広告依頼３件→承認。

· 学生懇談会申込受付　１８名（6/15現在）。

· 第６期初任者研修申込受付　７名（6/15現在）。

· 受領郵便物・メール連絡　１８件。

· ２年間会費未納会員の退会処分にかかる通知文案→承認。

（２）大阪市福祉人材養成連絡協議会作業部会報告

· 5/30（月）10:00～12:00に開催された。年４回の開催予定とのことである。人材養成の研修の体系づくりを進めていくということで、次回８月には各団体の研修の体系を同じ形式でまとめたものを報告することになっている。
· 6/24（金）の研修情報センターでの総会にも出席予定。
（３）第３３回大阪社会福祉４団体連絡会（別紙参照Ａ4＊２枚）
· 6/8（水）19:00～21:00に大阪精神保健福祉士協会事務局にて開催され、事業報告、会計報告、各団体からの報告があった。

· 当協会からは総会の決議にて義援金２００万円を計上したこと、平成２５年度全国大会開催地に手上げしたことを報告した。
· 今年度の事務局担当は社会福祉士会。
２．教育部（別紙参照A3＊1枚）

（１）第25回学習会
· 7/9（土）14:00～16:30にＯＣMＡホールにて開催決定。

· テーマは障害者制度で、講師は北野誠一先生、現場からの報告は藤井由記代氏（森之宮病院）で、もう１名は交渉中。

（２）中堅者研修

· 9/3（土）10:00～16:00に大阪社会福祉指導センターにて開催予定。

· 内容は自動車事故被害者生活支援にかかる研修。

· 現在プログラム作成及び講師依頼の準備中であり、高次脳機能障害についての講義は山口クリニックの山口研一郎先生に、相談支援・リハビリの実際については府立障がい者自立センターの方に依頼中。自動車保険についての講義は日本協会に依頼して損保協会業務企画部長 杉田氏を紹介して頂いている。当事者家族を含めたシンポジウムも予定している。

· 助成金の手続きのために日本協会にも連絡をして調整を進めているところであり、担当者を届出する必要がある。　→　日本協会へ届出する担当者は、日本協会との窓口：藤田、会計：笹倉、記録：福井（秀）、講師との連絡調整：村上に決定。

· 講師謝金については日本協会から直接振り込むことになるが、会場費などの経費は大阪協会が一旦負担。

（３）初任者研修

●第5期　事例検討会

· すでにスタートしており、5/31にはスーパーバイザーとの打ち合わせも行っている。

· 今期は９グループあるのだが、メンバーが４人となっているグループがあり、そのグループのスーパーバイザーの謝金は規定により２万円となる。

· 1名公務となるため職場の規定により謝金をお断りされている。

●第6期

· 8/20に開講予定で、現在７名の申込が来ている。会場も順次確保出来てきている。

（４）その他

· 第２４回学習会アンケート結果の報告。（別紙参照A4＊２枚）
３．出版広報部

（１）広報誌№21

· 「理事・監事紹介」の未提出者は早急に提出してもらいたい。
· 「東日本大震災の感想文」の掲載スペースが増えたので最終修正してもらっている。
· 今月末から７月上旬に発行できるように準備中である。
（２）広報誌特別版進捗状況

· 前担当理事に連絡しているが、「もう少し待ってもらいたい」と言われるだけであり、進捗状況が不明である。恐らくこの１ヶ月間での進展はなさそうである。何とか今月末から来月初めに広報誌と一緒に発送できればと思っている。

　→　次回の発送に間に合わない場合には、経過とお詫びの文書を出す。また、８月末の発行を目標にして福井副代表理事、脇理事が中心となって対応を進める。

４．財務部
（１）平成23年度会費請求について

· 会費請求案内の送付作業を5/21（土）協会事務所で実施。引き落とし予定日は6/27（月）であり、納入状況については７月理事会で報告する。

· 賛助団体等で振込希望者については、随時入金されてきている。

· 口座変更希望で請求手続きが完了していないものも数件あるが、順次手続きを進めている。

（２）会議費・交通費四半期締めについて

· 前回４月途中で締めたが今回６月末で締めた分を各部単位で財務理事に請求を送ってもらいたい。　とりまとめて次回７月理事会で支給する。

（３）その他

· 発送については、コストを抑えることができるということなので、これまでの宅配会社のメール便　よりゆうメールに変更しており、その引き落としの手続きを予定している。
＜ゆうメールについて＞⇒一度に多数発送する際に適応される。
· 宅配会社のメール便に比べ1件15円ほど安くなる。定形外500ｇまでだと半額以下になるとのこと。
· このゆうメールの利用により、通信コストは少し下げることができると考えている。
· ゆうメール利用にあたっては、封筒に「ゆうメール」と表示して、また支払いは引き落とし手続きを行う必要がある。
· ゆうメールは、郵便局の運営であることから、転居等の場合に転送できることや１件１件きちんと　配達してもらえるというメリットもある。宅配会社のメール便では一部地域では配達されるのが発送後１週間かかることもあり、至急の場合は不向きであった。
５．代表理事より（別紙参照Ａ4＊1枚）

（１）学生懇談会

· 6/15日昼現在で１８名の申込があり、例年よりは多めである。

· 案内は近畿圏の大学、短期大学、専門学校（60～70件）に送付している。また、大学で確実に周知されるとは限らないということで、昨年・今年と問い合わせのあった３名の大学教員には直接送付している。

· 午後のプログラムでは例年通り若手のＭＳＷからの業務の紹介を依頼している。老健ベルアルト 渡邊祐介氏、ＮＴＴ西日本大阪病院 出口佳世子氏、中村病院 石井理恵氏、ともう一名は小林副代表理事にて交渉中。フリーディスカッションで質疑の時間も予定している。

· もう一名の講師が決まれば、財務 笹倉理事、前田理事までメールにて連絡をすること。

（２）日本協会全国大会

· 2013年開催予定であることが、大分大会での会長会で日本協会より発表された。
· 実行委員会の構成は数名の理事と会員からの公募とし、理事からは藤田代表理事、小林副代表理事、松井理事とする。公募で応じてもらえない場合には、個別に依頼をすることになる。
（３）東日本大震災支援関係

●日本協会の取り組み

· 石巻で継続的に展開されているが、ボランティア不足が起こりつつあるので、協力をお願いしたいとのことである。

· 日本協会としては災害ソーシャルワークを一つの柱としていきたいという考えがあり、そのためには近隣の人や経済的に余裕のある人だけではなく、ボランティアとして活動したいという気持ちと時間さえ作ってもらえた人には交通費ぐらいは支援しようという方針である。そこで、５月までのボランティアについては一部制約はあるものの交通費、宿泊費ともに日本協会が全額負担、６月からは宿泊場所は確保したので交通費のみ全額支給ということになっている。しかし、日本協会で用意できていた４００万円（協会負担分２００万円と寄付２００万円）のうち、すでに２００万円は使われており、助成金などをもらえるようにして費用を捻出したいと考えている。

· また、各県協会の動きとしては、日本協会から支給されない費用を補填する場合と日本協会に活動支援として寄付するというのと二通りあるようである。

●岩手・宮城・福島の各県協会より

· 大分大会の会長会に出席した中島監事からの報告では、岩手・福島両県の会長と話ができたが、現状では申し出はありがたいが何をお願いすればいいのか見当がつかないという事情であり、今後必要になったときにはお願いしたいとのことであった。

· 福島県協会会長からは会長会宛にお手紙があり、地震、津波だけでなく原発のことがありたいへんな状況であるが、県内での活動に対して国の復興支援事業の一環として予算も付いたとのことであった。
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